
公共政策研究科公共政策学専攻公共マネジメントコース カリキュラムツリー 

 

修士課程の標準履修モデルを示すことにより、カリキュラムツリーとする。 

博士後期課程については、上記カリキュラムマップに従って履修するほか、各自の創意工夫で修士課程に開設されている科目を履

修していくことになるが、その際には、この修士課程の履修モデルがそのままカリキュラムツリーとして参考になるだろう。 

 

公共マネジメントコースで上記ディプロマポリシーに沿った力を身につけて、それを表す修士論文を書き上げる場合、主として二

つの研究スタイルがあると考えられる。 

一つは、公共政策の一定の分野を主として歴史的理論的に分析するスタイル（歴史・理論スタイル）であり、もう一つは、主とし

て現在の状態を実証的に分析し将来に向かって政策提言するスタイル（実証・政策提言スタイル）である。具体的な個々の修士論

文は、この二つのスタイルが何らかの割合で混合しているのが現実である。各院生は、指導教員の指導を得つつ、自分自身のスタ

イルを定めて履修していくことになる。以下の履修モデルはその時の参考となる。 

 

実証・政策提言スタイルは、公共マネジメントコースにおいても、比較的国や自治体行政の政策実践に重点を置いたものと、比較

的市民社会内の政策実践に重点を置いたものとに区分できる。 

そこで、上記のカリキュラムマップで一覧した科目を、理論・歴史スタイル、実証・政策提言スタイル政府型及び実証政策提言ス

タイル市民社会型の、三つのカテゴリーに区分し、二専攻共通科目（理論・研究基礎と方法論・分析技法）、専門科目ごとに示し

て、カリキュラムツリーとする。特に二専攻共通科目において同一の科目が複数のカテゴリーに登場することがあるのはもちろん

であるが、専門科目については、履修計画の参考としての意味合いから、あえて各科目どれか一つのカテゴリーにのみ登場するよ

うにした。各院生はこれをあくまで参考として受け止め、自らのスタイル（二つのスタイルの混合割合）を自ら見定めて、履修計

画を立てるようにしてほしい。 

  



 

研究スタイル 
二専攻共通科目 

専門科目 
理論・研究基礎 方法論・分析技法 

理論・歴史ス

タイル 

政治理論(2) 

行政学基礎(2) 

公共哲学基礎(2) 

政治制度研究(2) 

政策学基礎(2) 

公共政策の経済分析(2) 

財政学基礎(2)  

経済学基礎(2) 

環境哲学・倫理学(2) 

地球環境学基礎(2) 

国際政治学基礎(2) 

サステイナビリティ研究入

門 (2)  

公共政策と持続可能な社会

づくり(2) 

政策分析評価技法(2)  

ファシリテーション演習

(2)  

政策研究概論(外国語)(2)  

公共政策論文技法 1 / 2(各

2)  

学術的文章作成演習(基礎) 

(2) 

学術的文章作成演習(応用) 

(2) 

公共哲学研究(2)  

日本政治史研究(2)  

ジェンダー政策研究(2)  

自治制度研究(2)  

外交政策論(2)  

国際環境政策の社会学(2)  

地球環境生態学(2) 

 

実証・政策提

言スタイル政

府型 

行政学基礎(2) 

比較行政研究(2) 

政策学基礎(2) 

現代政治分析研究(2) 

財政学基礎(2) 

経済学基礎(2) 

環境哲学・倫理学(2) 

環境法基礎(2) 

地球環境学基礎(2) 

国際政治学基礎(2) 

国際協力論(2 ) 

サステイナビリティ研究入

門 (2)  

SDGsへの招待(2) 

公共政策と持続可能な社会

づくり(2) 

政策法務論(2) 

立法学研究(2) 

政策評価論(2) 

社会調査法 1～8(各2) 

数理モデル概論(2)  

政策分析評価技法(2)  

ファシリテーション演習

(2) 

政策研究概論（外国語） 

※韓国語(2) 

政策研究概論（外国語） 

※中国語(2) 

公共政策論文技法 1 / 2(各

2)  

学術的文章作成演習(基礎) 

(2) 

学術的文章作成演習(応用) 

(2) 

政策学研究(2)  

行政学事例研究の方法(2) 

自治体研究(2)  

自治体議会論(2)  

公務員制度研究(2)  

都市政策概論(2)  

都市政策事例研究(2)  

政策過程研究(2)  

自治体福祉政策論(2)  

行政法事例研究(2)  

コミュニティ制度論(2)  

地方自治論(2)  

自治体経営論(2)  

防災危機管理研究(2)  

雇用労働政策研究(2) 

政策過程事例研究(2) 

政策開発実践論(2) 

公共政策実践論 1～3(各2) 

グローバル企業戦略論(2)  

行政法研究(2)  

環境自治体政策研究(2) 

イノベーション政策論(2)  

 

実証・政策提

言スタイル市

民社会型 

政策学基礎(2) 

公共政策とジャーナリズム

(2) 

経済学基礎(2) 

環境哲学・倫理学(2) 

環境法基礎(2) 

地球環境学基礎(2) 

国際協力論(2 ) 

サステイナビリティ研究入

門 (2)  

SDGsへの招待(2) 

公共政策と持続可能な社会

づくり(2) 

社会調査法 1～8(各2) 

数理モデル概論(2)  

市民参加の理論と実践(2) 

地域コンサルティング論

(2)  

政策分析評価技法(2)  

ファシリテーション演習

(2)  

CSR 論(2) 

政策研究概論（外国語） 

※韓国語(2) 

政策研究概論（外国語） 

※中国語(2)  

公共政策論文技法 1 / 2(各

2)  

学術的文章作成演習(基礎) 

(2) 

学術的文章作成演習(応用) 

(2) 

公共政策実践論 1～3(各2) 

市民社会ガバナンス論(2)  

NPO 論(2)  

市民社会とコミュニティ(2)  

ガバナンス研究(2) 

リージョナリズムと非政府組織

(2)  

企業論 

都市ガバナンス論(2)  

まちづくり研究(2)  

文化政策研究(2)  

シンクタンク論(2) 

租税政策(2) 

比較公共政策論(2) 

費用便益分析(2) 

経済政策(2) 

 


